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五　

月

　

特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
担
当
者
名
簿
発
刊

　

第
一
回
理
事
・
評
議
員
会

六　

月

　

各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七　

月

　

会
報
105
号
発
刊

　

言
語
・
難
聴
部�

（
27
日
）

八　

月

　

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部�

（
１
日
）

　

�

肢
体
不
自
由
・
病
弱
・
身
体
虚
弱
部�

（
３
日
）

　

知
的
障
害
部
研
修�

（
９
日
）

　

関
ブ
ロ
長
野
大
会�

（
10
日
）

　

�

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　

糸
魚
川
大
会�

（
22
日
）

九　

月

　

全
特
連
全
国
大
会
北
海
道
大
会�

　
（
20
・
21
日
）

十
一
月

　

�

中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　

加
茂
・
田
上
大
会�

（
29
日
）

　

�

下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　

新
潟
大
会�

（
30
日
）

二　

月

　

第
二
回
理
事
会�

（
１
日
）

　

会
報
106
号
発
刊

平
成
二
十
四
年
度

主
な
行
事
予
定

　

本
県
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
数
は

昨
年
度
千
学
級
を
超
え
、
今
年
度
も
増
加
し
、
千
百
十

七
校
を
数
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
級
が
設

置
さ
れ
て
い
る
学
校
の
割
合
（
特
別
支
援
学
級
設
置
校

率
）
は
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
私

が
勤
務
す
る
学
校
に
も
特
別
支
援
学
級
が
四
学
級
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
別
支
援
学
級
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
学
校
経
営
上
の
強
み
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
次
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
ら
で
す
。

一　

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
学
校
の
中
で
自
然
な

交
流
が
で
き
、
互
い
の
生
活
経
験
を
豊
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

二　

障
害
の
な
い
子
に
と
っ
て
、
小
・
中
学
生
の
と
き
に

障
害
の
あ
る
子
と
直
接
ふ
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
障

害
へ
の
偏
見
や
差
別
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

三　

通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
特
別
支
援
学
級
担
任
に
気

軽
に
相
談
で
き
る
こ
と
。
さ
ら
に
教
員
の
児
童
生
徒

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

会
長　

毛
利
　
隆
二

特
別
支
援
教
育
時
代
の
到
来

観
を
豊
か
に
で
き
る
こ
と

　

ま
た
、
昨
年
度
の
県
小
学
校
長
会
の
調
査
に
よ
る
と

通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
の
割
合
は
各
学
年
と
も
四
・
五
～
五
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
五
年
前
の
調
査
よ
り
二
ポ
イ
ン
ト
程
度
増
加

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、特
別
支
援
教
育
が「
障
害
の
あ
る
子
の
教
育
」

か
ら
「
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
も
っ
た
子
ど
も
へ
の

教
育
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
等
に
よ
り
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
は
「
ど
の
子
も

大
切
に
す
る
教
育
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
特
別
支
援
教
育
の
理
念
を
学

校
教
育
の
中
核
に
す
え
る
こ
と
は
全
て
の
子
ど
も
に
と

っ
て
充
実
し
た
有
意
義
な
学
校
生
活
の
実
現
に
資
す
る

も
の
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
理
念
と
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

子
ど
も
の
増
加
を
ふ
ま
え
、
特
別
支
援
教
育
は
教
育
課

程
の
教
科
等
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
、
教
育

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
機
能
と
し
て
教
育
課

程
外
の
教
育
活
動
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
全
て
の
教
員
が
特

別
支
援
教
育
を
主
体
的
に
学
び
、
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
に
か
か
わ
る
仕
事

を
特
別
支
援
教
育
を
専
門
と
す
る
教
員
に
任
せ
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
へ

の
転
換
が
図
ら
れ
て
か
ら
五
年
が
経
ち
ま
す
。「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
の
も
と
、「
特
別
支
援
教
育
」
が

特
別
で
な
い
「
支
援
教
育
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
特
別
支
援
教
育
研
究
会
は
県
内
各
地
で
の
確
か
な

特
別
支
援
教
育
の
取
組
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
今
年
度

も
諸
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
　
特
別
支
援
教
育
の
法
的
根
拠

　

特
殊
教
育
か
ら
特
別
支
援
教
育
へ
の
転
換
は
、
学
校

教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
（
平
成
十
九
年
三
月
）、

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
：
文
部
科
学
省
局
長

通
達
（
同
年
四
月
）
に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
。「
本
日

付
を
も
っ
て
、
特
別
支
援
教
育
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら

れ
（
略
）、幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
（
略
）

に
お
い
て
行
う
（
以
下
略
）」
と
い
う
局
長
通
達
の
中

の
文
言
か
ら
、
も
は
や
特
別
支
援
教
育
は
、
特
別
な
場

だ
け
で
は
な
く
公
教
育
全
体
で
実
施
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

二
　
障
害
者
基
本
法

　

我
が
国
の
障
害
者
福
祉
の
あ
り
方
を
定
め
た
法
律
が

障
害
者
基
本
法
で
す
。
平
成
五
年
に
制
定
さ
れ
（
心
身

障
害
者
対
策
基
本
法
の
抜
本
改
正
）、
平
成
十
六
年
に

改
正
、
そ
し
て
平
成
二
十
三
年
年
八
月
に
新
し
い
基
本

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
考
え
る
学
校
教
育
に
関

係
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
お
示
し
い
た
し
ま
す
。

・�

発
達
障
害
が
障
害
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

　

す
で
に
発
達
障
害
の
あ
る
人
は
自
立
支
援
法
の
対
象

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
基
本
法
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

・�

社
会
的
モ
デ
ル
に
よ
る
障
害
の
定
義

　
「
障
害
」
と
は
、
い
ま
だ
に
欠
陥
と
か
不
具
合
と
と

ら
え
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
心
身

新
潟
大
学
教
育
学
部

教
授　

長
澤
　
正
樹　

特
別
支
援
教
育
を
支
え
る
法
律

機
能
の
問
題
（
個
人
要
因
）
と
社
会
的
障
壁
（
環
境
要

因
）
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ

る
こ
と
を
も
っ
て
、
障
害
と
定
義
し
ま
し
た
。
こ
の
考

え
を
社
会
的
モ
デ
ル
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
脳
性
マ

ヒ
で
校
内
を
移
動
で
き
な
い
の
は
、
脳
性
マ
ヒ
に
よ
る

心
身
機
能
の
問
題
（
個
人
要
因
）
と
、
も
う
一
つ
は
校

内
に
あ
る
段
差
な
ど
の
社
会
的
障
壁
（
バ
リ
ア
）
の
存

在
（
環
境
要
因
）
の
た
め
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
こ
の
子

が
他
の
児
童
生
徒
と
同
じ
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

学
校
は
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

・�

ふ
た
つ
の
差
別
：
合
理
的
配
慮
と
い
う
考
え
方

　

今
回
の
改
正
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
の
禁

止
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
障
害
者
制
度
改

革
推
進
会
議
が
、
基
本
法
の
改
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、
差

別
禁
止
法
の
制
定
、
そ
し
て
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約

の
批
准
ま
で
を
見
通
し
た
法
改
正
を
考
え
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。
差
別
と
は
、
①
分
離
に
よ
る
差
別
と
、

②
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
な
い
差
別
の
ふ
た
つ
を
明
確

に
し
て
お
り
ま
す
。
障
害
を
理
由
に
通
常
の
学
級
に
入

れ
な
い
の
は
分
離
に
よ
る
差
別
、
通
常
の
学
級
に
入
れ

て
も
障
害
に
配
慮
し
た
支
援
を
し
な
い
の
が
合
理
的
配

慮
の
な
い
差
別
で
す
。
こ
こ
で
い
う
合
理
的
配
慮
と
は
、

「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
、
他
の
子
ど
も
と
平
等
に
教

育
を
受
け
る
権
利
を
享
有
・
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す

る
た
め
に
、
学
校
の
設
置
者
及
び
学
校
が
必
要
か
つ
適

当
な
変
更
・
調
整
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
障
害
の
あ
る

子
ど
も
に
対
し
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、
学
校
教
育
を

受
け
る
場
合
に
個
別
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
」（
文
部

科
学
省
、
二
〇
一
二
）
で
す
。
要
す
る
に
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
が
障
害
の
な
い
子
ど
も
と
同
じ
教
育
を
受
け

る
た
め
に
必
要
と
な
る
特
別
な
支
援
を
指
し
て
お
り
ま

す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
の
報
告
に
は
合
理
的
配
慮
の
例
を
知

的
障
害
や
発
達
障
害
も
対
象
に
示
し
て
お
り
、
今
後
、

通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
ど

う
保
障
す
る
か
、
教
育
現
場
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

　

な
お
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
み
ん
な
と
同
じ
教
育

を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
合
理
的
配
慮
の
前
に
「
基

礎
的
環
境
整
備
」
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
基
礎
的
環
境
整
備
と
は
、
今
教
育
現
場
で
話
題
の
中

心
と
な
っ
て
い
る「
学
習
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

の
考
え
方
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
通
常
の
学
級

で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
限
定
せ
ず
学
習
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
も
十
分
に
学
習
が
保
障
さ

れ
な
い
場
合
は
、
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と
り
に
あ
っ
た
合

理
的
配
慮
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

・�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
め
ざ
す

　

基
本
法
の
基
本
的
施
策
の
中
に
教
育
の
項
目
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
も
可
能
な
限

り
通
常
の
学
級
で
障
害
の
な
い
子
と
一
緒
に
教
育
を
受

け
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
特
別
支
援
学
校

や
学
級
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
に
よ
っ
て
教
育
措
置
を
一
元
的
に
き
め
る
こ
と
を

見
直
す
と
と
ら
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

三
　
さ
ら
に
も
う
ふ
た
つ
の
法
律

・�

改
正
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
四
月
施

行
）
：
自
立
支
援
法
を
抜
本
的
に
見
直
す
ま
で
の
つ

な
ぎ
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
改

正
で
、
障
害
種
別
に
分
か
れ
て
い
る
施
設
を
一
元
化

す
る
こ
と
、
そ
し
て
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
保

育
所
な
ど
の
訪
問
支
援
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

・�

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
擁
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
年
十
月
施

行
予
定
）

　

も
は
や
説
明
は
不
要
で
す
ね
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も

へ
の
不
適
切
な
対
応
は
、
こ
の
法
律
に
反
す
る
行
為
と

な
り
ま
す
。

四
　
お
わ
り
に

　

法
律
は
普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
今
一
度

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
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平成24年度　県特支研　役員 ※敬称略　

会 長 毛利　隆二（鏡淵小）

副 会 長 熊木　泰広（南本町小）　　丸山　　修（三条小）
竹内　淳一郎（新潟市立東特別支援）

理 事

①小林　啓一（新井中央小）②平田　敏則（大洲小）　　③島倉　昭宏（千手小）
④原田　完二（今町小）　　⑤本田　俊夫（北辰小）　　⑥齋藤　進一（新津第一小）
⑦片野　　亨（光晴中）　　⑧齊川　　豊（万代長嶺小）⑨浜田　　尚（小針小）
⑩東山　泰生（外ヶ輪小）　⑪佐野　一彦（金屋小）　　⑫金内敬太郎（五泉小）
⑬風間　昌平（真野中）　　⑭大野　俊哉（県立高田特別支援）
⑮平野　正史（県立小出特別支援）　⑯藤村　　修（新潟市立西特別支援）

会計監査 池原　栄一（糸魚川小）　　今井　信雄（長岡・新町小）　　伊藤　喜一（水原小）

平成24年度　県特支研　評議員 ※敬称略　

上
越
地
区

上 越
井澤　文夫（飯小）

柏 崎・ 刈 羽
池田　和弘（半田小）

齋藤　英男（浦川原中） 荻野　健一（東中）
糸 魚 川 伊野　啓一（大和川小） 妙 高 三田　吉夫（斐太北）

中
越
地
区

長 岡・ 三 島
小林　詞子（栖吉小）

三 条
湯浅　昭司（長沢小）

本間　秀宜（大島中） 八幡　和男（第一中）
燕・ 弥 彦 鈴木　正尚（燕西小） 加 茂・ 南 蒲 太田　正純（葵中）
見 附 山口　玲子（名木野小） 小 千 谷 松井周之輔（小千谷中）
十日町・中魚 石塚　彰雄（川治小） 魚 沼 須田　文彦（広神西）
南 魚 沼 牛木　善博（湯沢中） 新 発 田 南雲　正紀（佐々木小）

下
越
地
区

北 蒲 遠山　　彰（蓮野小） 胎 内 浮須　洋子（きのと小）
村 上・ 岩 船 野澤　一吉（関川中） 五 泉 浪花　健一（五泉北中）
阿 賀 野 本間　正人（笹岡小） 東 蒲 橋谷田裕治（津川小）
佐 渡 本間　健人（加茂小） 新 潟・ 北 区 佐藤　秀夫（葛塚東小）
新 潟・ 東 区 稲垣　　知（東中野山小） 新潟・中央区 小林　和男（栄小）
新潟・江南区 板垣　徳衛（横越中） 新潟・秋葉区 藤田　哲也（新津第二小）
新 潟・ 南 区 田中　和之（白根第一中） 新 潟・ 西 区 片桐　宏之（立仏小）
新潟・西蒲区 藤巻　隆二（鎧郷小） 視 覚 障 害 小西　　明（県立新潟盲）

学　
　

校

特
別
支
援

聴 覚 障 害 横田　敏盛（県立長岡聾） 病 弱 中田　俊幸（県立柏崎特別支援）
肢体不自由 上野　秀樹（県立上越特別支援） 知 的 障 害 塩原　隆之（県立佐渡特別支援）

県特支研の役員、事業、会報などの情報や特
別支援学校へのリンクはこちらから

新規事業として特別支援学校のセンター的
機能活用のための、アンケート調査の結果な
どを載せていきます。（後期以降の予定）

地区大会・研究部の情報はこちらから

個人・団体の実践を広くご紹介いたします。

県特支研のホームページをご覧下さい。

URL　http://www.niigata-inet.or.jp/kentokusiken/　　E-mail　tokusi@niigata-inet.or.jp
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24年度　研究大会の紹介

全国特別支援教育
研究連盟関連

新潟県特別支援教育研究会関連

第46回関東甲信越地区特別支援教育
研究協議会　長野大会

テーマ「地域に交わり、生活を楽しみ、
働く子供を目指して」

　　　～子供たちの社会自立に
つながる特別支援教育とは～

期　日　９月20日（木）、21日（金）
会　場　札幌市民ホールほか

県内職員派遣
第15分科会：�職業教育と進路指導・就労

支援（余暇を含む）
（授業者）県立江南高等特別支援学校
� 久保田　　健　教諭
（授業会場）北海道小樽高等支援学校

知的障害部　……………………８月９日
　　会場：白根学習館ラスペックホール

自閉症・情緒障害部　…………８月１日
　　会場：万代市民会館

肢体不自由・病弱・身体虚弱部
　…………………………………８月３日
　　会場：見附市立今町小学校

言語・難聴部　…………………７月27日
　　会場：新潟ふれ愛プラザ

上越地区特別支援研究大会糸魚川大会
　　期日　８月22日（水）
　　会場　糸魚川市ふれあいセンター

中越地区特別支援研究大会
　　　　　　加茂・田上大会
　　期日　11月29日（木）
　　会場　加茂文化会館

下越地区特別支援研究大会新潟大会
　　期日　11月30日（金）
　　会場　ユニゾンプラザ

第51回全日本特別支援教育連盟
全国大会　北海道大会

各部の研修予定 各地区研究大会の開催

テーマ「一人一人が生き生きと輝き、
　　　　　豊かに生活していくための

支援を目指して」
期　日　８月10日（金）
会　場　長野市若里市民文化ホール
　　　　長野市立芹田小学校
県内職員派遣
第９分科会：�特別支援学級における基礎的な

表現能力の育成と楽しさや喜び
を感じ取らせるための試み

（提案発表者）村上市立猿沢小学校
� 澤　野　雅　子　教諭
（司　会　者）村上市立保内小学校
� 東海林　るみ子　教諭
第17分科会：�特別支援学校高等部における
　　　　　　職業教育の充実
（提案発表者）新潟大学附属特別支援学校
� 酒　井　慎一郎　教諭
（司　会　者）新潟大学附属特別支援学校
� 廣　川　豊　士　教諭


